
 

 



 

講評 

2023 年度の最も目立った特徴は計算量が多いことです。特に、第１問と第４問の力学に時間を取られてしまった受

験生は多いのではないかと思われます。また、電磁気からの出題がないことも珍しいと言えるでしょう。さらに、大

問４題のなかで、同じ分野を２題（毎年ほぼ力学）出す傾向は続いています。 

第１問 問３では、文章から読み取って力の図示をするのが難しく、その後の計算問題も複雑です。結局多くの時

間をかけたが答えが出ないケースが多分に考えられます。問１と問２をまずは確実にとりたいです。全体

で５割ゲットしたいところです。 

第２問 ピストンの断面積が書かれていないため戸惑いがあったのではないでしょうか。また、問４の圧力を大気

圧と勘違いするケースも考えられます。全体で６割ゲットしたいところです。 

第３問 波の式の扱いに慣れているかそうでないかで差がついたかなと思われます。細かい操作を強いられますが、

我慢できたら高得点も可能です。全体で６割ゲットしたいところです。 

第４問 A は静止系、B と C は加速系（慣性力あり）で考えると、運動方程式は立式しやすいのですが、問４以降

は計算量が多く、解答も複雑なため得点しにくいと思われます。全体で５割ゲットしたいところです。 

以上を踏まえて、合格の基準は 55%くらいと思われます。 


